
みんな 

鶴ヶ島市高齢化率 ２９．2 ％ （令和４年１０月 1 日現在） 

一緒におしゃべりしませんか？ 

地域の人が楽しく気軽におしゃべりできる【にこまる サンシャイン】 

毎月開催しています。 気分転換の場としてご利用ください。 

「最近、誰とも話しをしてないなぁ…」 

「すこ～し、物忘れが増えてきたのが心配だわ」 

「毎日家族の介護を頑張っている！ 息抜きに話を聞いてもらいたい」  

「認知症予防でも始めようかな！?」 

「引っ越してきたばかりなので、お友達を作りたいな。。。」 などなど 

会場には地域包括支援センター職員もおりますので、介護相談もできます。 

どなたでも自由にご参加いただけますので、ぜひお越しください。 

毎月 第４土曜日  １０時 ～ １２時 

大橋市民センター（ ） 

・ 楽しくおしゃべり

・ 脳トレや軽体操 など

地域包括支援センターいきいき 

電話 ０４９－２２７－６１７１ 

い つ 

ばしょ 

内 容 

    11月Vol.14 

＜ 発 行 ＞ 

鶴ヶ島市地域包括支援センターいきいき
〒350-2217 
鶴ヶ島市大字三ツ木 16-１ 
電話 ０４９－２２７－６１７１ 
FAX ０４９－２２７－６１７２ 

職員
募集 

介護支援専門員 

※ 勤務時間、日数 要相談  お問合せください。



本当に沢山いらっしゃいます。私の立場からと

家族からの印象とは違うと思いますが、家族に必

死に支えてもらいながら最後まで自分の好き勝手

に過ごし終えた方、家族に最後まで気遣いをみせ

優しく終えた方、家族に迷惑をかけたくないとの

一心でご自身で入院のタイミングを決め静かに終

えた方、最後まであがきにあがいて生きようとし

終えた方などなど。多くの方に多くの終え方を教

えて頂きました。ありがとうございます。 

 

もしものときのために、自分自身が望む医療や

ケアについて前もって考え、家族等や医療・ケア

チームと繰り返し話し合い、共有する取組のこと

です。高度経済成長を迎え科学力が発展し、それ

に伴い医療も発展し長寿の国となりました。平均

寿命は大変延びましたが、残念ながら死ななくな

ったわけではなく、必ず命の終わりがあり、終わ

り方は人それぞれです。最後まで自分らしく生き

たいのならば、死ぬときも自分らしく死ねるよう

に考えておく必要があると思います。人生の最終

段階においては、自分ではできないことも増え誰

かに手伝ってもらうことがでてきますので、周囲

の人たちと共有しておくことが肝要なのです。 
多くの方々のご協力のもと本当に色々な患者さ

んやご家族と接することができ誠に感謝しており

ます。今後とも末永くこの地域で皆さまと過ごし

ていきたいと思っておりますのでよろしくお願い

申し上げます。 

 
人生の最終段階において「自分らしく」とはい

ろいろな解釈があると思いますが、様々な方の最

後に関わらせて頂いた私にとっては、「自分が望ん

だ環境で過ごすことができるかどうか」な気がし

ます。家族やペットと過ごすことが望みならでき

るだけ在宅で、心身の不安が強く医療が身近であ

る方が安心して過ごすことができるのであれば病

院などで過ごす方が良い表情で過ごされておりま

した。 

人生の最終段階において自分の希望が叶うかど

うかは正直わかりません。叶うかどうかは希望し

た時点で、取り巻く環境が叶えられるように整っ

ているかどうかだと思います。ですから早めに考

えて準備しておいた方が良いのではと考えます。 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

  

  
  

 

   

 

    

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

鶴ヶ島在宅医療診療所  

       医師 小川 越史 先生 
 

いきいきインタビュー 
ケアシステムを担う皆さんにお話を伺います。 

 

 

自分らしく旅立たられた方で、 

印象に残っている方はいらっしゃいますか？  
「人生会議」とは？ 

「自分らしく」とは？ 

希望は叶えられるものでしょうか？ 

 

  

                        が 松ヶ丘自治会集会所に 

「ちょっと距離があって、衣料品の買い物に行けない…」というお困りごとの声を聞き、 

『ファッションセンター しまむら』に出張販売してもらえることとなりました！  

やっぱり、自分の目で見て手に取って、悩んで、ワクワクしてお買い物はしたいですよね。  

ぜひ、そんなお買い物をお楽しみください。  

本格的な冬が来る前のこの時期に、どうぞご利用ください。  
 

●日 時  令和４年１１月１８日（金）午後２時００分～４時００分 

 

●場 所  松ヶ丘自治会集会所 

 

●問合せ  鶴ヶ島市地域包括支援センター いきいき 

      電話 ０４９－２２７－６１７１  

 

ファッションセンター 

しまむら 

お出かけ 
ください！ 

< 講師 > 

日本福祉大学 

教授 原田正樹 氏 

＊「地域共生社会」とは … 制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や 

地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮ら

しと生きがい、地域をともに創っていく社会を指しています。                「厚生労働省 HPより」 

 

去る９月６日（火）鶴ヶ島市女性センターハーモニーにおいて、地域福祉

講演会が開催されました。 （共催：鶴ヶ島市・鶴ヶ島市社会福祉協議会） 

これは「第３次鶴ヶ島市地域福祉計画」の基本理念【誰もが 安心して い

きいきと 暮らせるまちをつくります ～鶴ヶ島の地域共生社会の構築をめざ

して～ 】を基に実現へけた学びの場として開催されたものです。 

  民生委員をはじめ、ボランティア、福祉事業者など様々な立場の市民が一

堂に会し、課題を抱えた人のみならず「あらゆる
・ ・ ・ ・

住民」が安心して暮らして

いける地域にするために、今どのように考え実践 

していくかを学びました。 

 生活のしづらさを感じている人を個人の問題だ 

けにしない。地域全体の課題と捉え支援を考える 

ことが大切。。。この地域で良かった！と誰もが 

感じらせる地域になることを目指したいものです。  

メッセージ  

鶴ヶ島在宅医療診療所 

鶴ヶ島市高倉 772-1【電話 049-287-6519】 
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すてきなケアマネさんを紹介してくれるかな？ 
 
福島さんからのご紹介！次回は・・・ 

居宅介護支援事業所 鶴ヶ島耳鼻咽喉科診療所 
平野 聡 ケアマネジャーをご紹介します。 

 
 
 
 
次号 ２月 お題   

薄氷

◆ 締め切り◆ 

令和５年 

１月６日（金）

大募集！ 

 

今号（11 月）のお題 
 

「秋の月」・フリー 
＆ 
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年を重ねても 
認知症になっても 
障害があっても 
地域でいきいきと暮らし 
続けられますように… 
 
同じ地域に暮らす私たちが、 

オレンジ色の花を通して 

優しい気持ちで想いあえたら 

きっと、誰もが笑顔で暮らせる 

地域になれるはず。 

そんな願いを込めて配布した 
マリーゴールドの花苗が、 
地域で花を咲かせています。 
 
 
大切に育てていただき 

ありがとうございます!! 
 
 
 
 
 
 
菜の花保育園のおともだち 

わっ！ 

居宅介護支援事業所 たんぽぽ 

 福島 松子 ケアマネジャー 


